
（おもて）

令和2年度 第１０次鳥取市総合計画

１．基本情報

※「施策の目標」はその施策の主要な事業の評価指標を設定しています。
２．事業目的　【ＰＬＡＮ】

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】 ※年度別の取り組みを簡潔に記入

４．資源を投入することで実施した活動の大きさを表す指標　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】

　

　

　

事務事業評価シート
事務事業ｺｰﾄﾞ 010200 重点施策 該当なし

事務事業名 男女共同参画登録団体補助事業 所属名 総務部人権政策局　男女共同参画課

総
合
計
画
の

位
置
づ
け

体系区分 コード 名　称 事業区分名称 区分

まちづくりの目標 10 安心して出産・子育てができ、すべてのひとが住みやすいまち 事業期間 平成14年度　～　全期

政策 04 互いの人権を尊重する心豊かな社会づくり 鳥取市男女共同参画推進条
例、第３次鳥取市男女共同参画
かがやきプラン施策 1402 男女共同参画社会の形成

事業分類区分 ソフト(任意)

女性の審議会委員登用率 33% 40% 運営方法 補助金交付

対象
（何を、誰を）

鳥取市男女共同参画登録団体

意図
（どのような状態
にするために）

登録団体が行う男女共同参画推進に関する広報・研修等の事業費等を助成することにより、各団体の自主的活
動 
が活性化され、市民への男女共同参画意識の普及と高揚を図る。

手段
（どうするのか）

補助金を交付する。 
・補助金額：上限10万円（補助率3/4）

会計区分 一般会計

予算 予算事業名 男女共同参画登録団体補助金 予算事業コード 01-02-01-07-14-14

施
策
の

目
標

目標の種別 平成28年度 令和2年度

「社会全体で男女の地位が平等になっている」と思う割合（H26年度：18.7％） 0% 30%

　 0 0

根拠法令、
根拠計画等

平成31年度 令和2年度

年度別計画

①補助金交付 
・鳥取市男女共同参画 
登録団体事業

①補助金交付 
・鳥取市男女共同参画 
登録団体事業

①補助金交付 
・鳥取市男女共同参画 
登録団体事業

①補助金交付 
・鳥取市男女共同参画 
登録団体事業

①補助金交付 
・鳥取市男女共同参画 
登録団体事業

内
容

平成28年度 平成29年度 平成30年度

年度別実績

①補助金交付 
・鳥取市男女共同参画 
登録団体事業 
 
≪実績≫ 
６団体 
８件 
４４３千円

①補助金交付 
・鳥取市男女共同参画 
登録団体事業 
 
≪実績≫ 
７団体 
９件 
５０９千円

①補助金交付 
・鳥取市男女共同参画 
登録団体事業 
 
≪実績≫ 
８団体 
１０件 
５６６千円

①補助金交付 
・鳥取市男女共同参画 
登録団体事業 
 
≪実績≫ 
８団体 
１０件 
４３９千円

①補助金交付 
・鳥取市男女共同参画 
登録団体事業 
 
≪実績≫ 
８団体 
9件 
３７６千円

事
業
費

区分 決算額（千円） 決算額（千円） 決算額（千円） 決算額（千円） 決算額（千円）

直接経費　Ａ 443 509 565 439 376

事業費（Ａ＋Ｂ） 1,165 1,241 1,289 1,158 1,083

0

地方債 0 0 0 0 0直接経
費の財
源内訳

国・県 0 0 0 0

その他 0 0 0

人件費　Ｂ 722 732 724 719 707

0 0

一般財源 443 509 565 439 376

0.10 0.10

嘱託職員 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
職員数の
内訳

正規職員 0.10 0.10 0.10

臨時職員 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

※人件費は鳥取市職員の給与平均額を基にした概算です。

指標名 単位 区分 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 令和2年度

活
動
指
標

1

男女共同参画登録団体の活動への助成件数

件
目標 12 12 12 12 12

実績 8 9 10 10 9

0 0

実績 0 0 0 0 0

（指標の説明）
　

　
目標 0

3

　

　
目標 0 0

（指標の説明）

0 0

2

（指標の説明）

0 0 0

実績 0 0 0 0 0



（うら）

５．令和2年度の事務事業実施概要　【ＤＯ】 ※前年度の取り組みを具体的に記入（予算事務事業の事業概要と連動）

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】

※達成率は指標の目標値と実績値により算出します。目標値が０の年度は表示されません。

７．評価　【ＣＨＥＣＫ】

□ １．計画を上回る

■ ２．計画どおり

□ ３．事業未完了

□

□ １．目標を大幅に上回る

□ ２．目標を上回る

■ ３．概ね目標どおり

□ ４．目標を下回る

□ ５．目標を大幅に下回る

８．事業の成果を踏まえた今後の方向性　【ＡＣＴＩＯＮ】

□ １．拡充 □ １－１ 意図的に拡充 □ ４－１ 意図的に縮小

□ ２．改善継続 □ １－２ 制度的に自然増加 □ ４－２ 制度的に自然減少

■ ３．現状維持 □ ２－１ 手段等の改善 □ ５－１ 臨年実施等、意図的に休止

□ ４．縮小 □ ２－２ 効率化、簡素化 □ ５－２ 意図的に廃止

□ ５．休止、廃止、終了 □ ２－３ 他事業との統合 □ ５－３ 制度的に終了

事務事業の実施概要

【問合せ先】男女共同参画課 0857-30-8076　  
  
【１０次総の施策体系】1402  
  
【予算計上の経過】  
　予算事業別概要目次：当初予算・Ｐ２０（人０１３）  
  
【事業の概要】  
　男女共同参画社会の実現に向けて、男女共同参画登録団体の育成及び男女共同参画に関 
する普及啓発活動を支援する。  
　   
【事業の成果】　  
　補助金交付実績額　　平成３０年度　　１０件　５６５千円  
　　　　　　　　　　　令和　元年度　　１０件　４３９千円 
 　　　　　　　　　　 令和　２年度　　　９件　３７６千円 
  
【今後の課題・方向性】  
　今後も継続して支援することで、男女共同参画登録団体の自主的活動の活性化を促し、 
男女共同参画意識の普及啓発の担い手として育成するとともに、より広域かつ活発な活動 
につながるよう働きかける。

指標名 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 令和2年度

指
標
達
成
率

1
男女共同参画登録団体の活動への助成件数

67% 75% 83% 83% 75%

2
　

3
　

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】より
当該年度で予定した事業が3月末時点でどのよう
な進捗状況となったか。

事業の成果
事業全体は概ね計画どおり行われた

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】より
「150％以上：大幅に上回る」、「101％～150％未
満：上回る」、「80％～100％以下：目標どおり」、
「50％～ 80％未満：下回る」、「50％未満：大幅に
下回る」　※最も達成度の低い指標で評価

年度計画の進捗度
計画どおり実施できた

今後の方向性

担当課長の評価コメント
（「今後の方向性」を判断した理由が
わかるよう、数値等を用いた具体的
な成果と、今後の改善プランを記載）

登録団体への補助事業は、団体が市民に男女共同参画について普及啓発する活動を支援していくことで、男女共同参画社会を広めていくこと
を目的に実施している。引き続き支援することで、男女共同参画意識の普及と高揚を図っていきたい。今後も既存団体への新規事業の推進、
新規団体の加入を促し、より広域かつ活発な活動になるよう働きかける必要がある。

評価項目と評価の視点 評価内容 評価理由（評価の視点を踏まえて記入）



（おもて）

令和2年度 第１０次鳥取市総合計画

１．基本情報

※「施策の目標」はその施策の主要な事業の評価指標を設定しています。
２．事業目的　【ＰＬＡＮ】

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】 ※年度別の取り組みを簡潔に記入

４．資源を投入することで実施した活動の大きさを表す指標　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】

啓発講座の定員に対する受講者の割合

　

　

0

（指標の説明）

0 0

2

（指標の説明）

0 0 0

実績 0 0 0 0 0

（指標の説明）
　

　
目標 0

3

　

　
目標 0

121 82 84

0 0

実績 0 0 0 0 0

※人件費は鳥取市職員の給与平均額を基にした概算です。

指標名 単位 区分 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 令和2年度

活
動
指
標

1

受講者数の割合

％
目標 85 85 90 90 90

実績 82 113

0.00 0.00

嘱託職員 2.10 2.10 2.10 2.10 2.10
職員数の
内訳

正規職員 0.00 0.00 0.00

臨時職員 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

人件費　Ｂ 4,200 4,162 4,141 4,687 0

0 0

一般財源 410 643 703 682 282

0 0 0直接経
費の財
源内訳

国・県 0 0 0 0

その他 0 0 0

事
業
費

区分 決算額（千円） 決算額（千円） 決算額（千円） 決算額（千円） 決算額（千円）

直接経費　Ａ 410 643 703 682 282

事業費（Ａ＋Ｂ） 4,610 4,805 4,844 5,369 282

0

地方債 0 0

平成31年度 令和2年度

年度別計画

①啓発講座開催 ①啓発講座開催 ①啓発講座開催 ①啓発講座開催 ①啓発講座開催

内
容

平成28年度 平成29年度 平成30年度

年度別実績

①啓発講座開催 
 
≪実績≫ 
１６講座 
市民/計３９６人 
　　（定員４８１人）

①啓発講座開催 
 
≪実績≫ 
１６講座 
市民/計７４８人 
　　（定員６６１人）

①啓発講座開催 
 
≪実績≫ 
１７講座 
市民/計人６０８人 
　　（定員５０３人）

①啓発講座開催 
 
≪実績≫ 
１６講座 
市民/計人５０７人 
　　（定員６２５人）

①啓発講座開催 
 
≪実績≫ 
１３講座 
市民/計人３９９人 
　　（定員４３２人）

対象
（何を、誰を）

市民

意図
（どのような状態
にするために）

地域・家庭・職場等あらゆる場面での男女共同参画社会実現を推進する

手段
（どうするのか）

啓発講座を開催する

会計区分 一般会計

予算 予算事業名 男女共同参画啓発事業費 予算事業コード 01-02-01-07-14-17

施
策
の

目
標

目標の種別 平成28年度 令和2年度

「社会全体で男女の地位が平等になっている」と思う割合（H26年度：18.7％） 0% 30%

　 0 0

根拠法令、
根拠計画等

鳥取市男女共同参画推進条
例、第３次鳥取市男女共同参画
かがやきプラン施策 1402 男女共同参画社会の形成

事業分類区分 ソフト(任意)

女性の審議会委員登用率 33% 40% 運営方法 直営

事務事業評価シート
事務事業ｺｰﾄﾞ 010300 重点施策 該当なし

事務事業名 男女共同参画啓発講座開催事業 所属名 総務部人権政策局　男女共同参画課

総
合
計
画
の

位
置
づ
け

体系区分 コード 名　称 事業区分名称 区分

まちづくりの目標 10 安心して出産・子育てができ、すべてのひとが住みやすいまち 事業期間 平成14年度　～　全期

政策 04 互いの人権を尊重する心豊かな社会づくり



（うら）

５．令和2年度の事務事業実施概要　【ＤＯ】 ※前年度の取り組みを具体的に記入（予算事務事業の事業概要と連動）

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】

※達成率は指標の目標値と実績値により算出します。目標値が０の年度は表示されません。

７．評価　【ＣＨＥＣＫ】

□ １．計画を上回る

■ ２．計画どおり

□ ３．事業未完了

□

□ １．目標を大幅に上回る

□ ２．目標を上回る

■ ３．概ね目標どおり

□ ４．目標を下回る

□ ５．目標を大幅に下回る

８．事業の成果を踏まえた今後の方向性　【ＡＣＴＩＯＮ】

□ １．拡充 □ １－１ 意図的に拡充 □ ４－１ 意図的に縮小

□ ２．改善継続 □ １－２ 制度的に自然増加 □ ４－２ 制度的に自然減少

■ ３．現状維持 □ ２－１ 手段等の改善 □ ５－１ 臨年実施等、意図的に休止

□ ４．縮小 □ ２－２ 効率化、簡素化 □ ５－２ 意図的に廃止

□ ５．休止、廃止、終了 □ ２－３ 他事業との統合 □ ５－３ 制度的に終了

今後の方向性

担当課長の評価コメント
（「今後の方向性」を判断した理由が
わかるよう、数値等を用いた具体的
な成果と、今後の改善プランを記載）

啓発講座への参加者は女性が多いのが現状であるが、男女共同参画の実現には、男性の理解を深めることが必要不可欠であることから、男性
又は男性の家族を巻き込んだ事業の充実を行い参加者の増加につなげている。今後は因幡・但馬麒麟のまち連携中枢都市圏での連携講座を含
め、より多くの方に参加してもらえる機会や講座内容を工夫し、周知に努めていく必要がある。

評価項目と評価の視点 評価内容 評価理由（評価の視点を踏まえて記入）

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】より
当該年度で予定した事業が3月末時点でどのよう
な進捗状況となったか。

事業の成果
新型コロナウイルスの影響により開催を中止した講座があったが、概ね計画
どおり行なわれた。

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】より
「150％以上：大幅に上回る」、「101％～150％未
満：上回る」、「80％～100％以下：目標どおり」、
「50％～ 80％未満：下回る」、「50％未満：大幅に
下回る」　※最も達成度の低い指標で評価

年度計画の進捗度
計画どおりのスケジュールで事業を実施できた

2
　

3
　

133% 134% 91% 93%

事務事業の実施概要

【問合せ先】男女共同参画課 0857-30-8076  
  
【１０次総の施策体系】1402  
  
【予算計上の経過】  
　予算事業別概要目次：当初予算・Ｐ２０（人０１４）  
  
【事業の概要】  
　男女共同参画に関する啓発講座を通して、受講者のジェンダー意識の改善を図り、地域 
・家庭・職場等、あらゆる場面における男女共同参画社会の実現を推進する。 
  
【事業の成果】  
１　男女共同参画推進のための啓発講座を開催した。  
　　平成３０年度　７０３千円（参加者６０８人／５０３人（定員）） 
　　令和　元年度　６８２千円（参加者５０７人／６２５人（定員）） 
　　令和　２年度　２８２千円（参加者３９９人／４３２人（定員）） 
  
【今後の課題・方向性】  
　講座の開催は、男女共同参画の推進に欠かせない事業である。引き続き、社会の動向や 
市民ニーズ等を把握しながら、広く市民等に参加していただけるよう手法等を工夫してい 
く。

指標名 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 令和2年度

指
標
達
成
率

1
受講者数の割合

96%



（おもて）

令和2年度 第１０次鳥取市総合計画

１．基本情報

※「施策の目標」はその施策の主要な事業の評価指標を設定しています。
２．事業目的　【ＰＬＡＮ】

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】 ※年度別の取り組みを簡潔に記入

４．資源を投入することで実施した活動の大きさを表す指標　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】

　

　

　

0

（指標の説明）

0 0

2

（指標の説明）

0 0 0

実績 0 0 0 0 0

（指標の説明）
　

　
目標 0

3

　

　
目標 0

430 280 0

0 0

実績 0 0 0 0 0

※人件費は鳥取市職員の給与平均額を基にした概算です。

指標名 単位 区分 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 令和2年度

活
動
指
標

1

女と男とのハーモニーフェスタの参加者数

人
目標 300 300 350 400 400

実績 250 292

0.10 0.10

嘱託職員 0.10 0.10 0.10 0.00 0.10
職員数の
内訳

正規職員 0.10 0.10 0.10

臨時職員 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

人件費　Ｂ 922 930 929 921 961

0 0

一般財源 535 600 600 600 112

0 0 0直接経
費の財
源内訳

国・県 0 0 0 0

その他 0 0 0

事
業
費

区分 決算額（千円） 決算額（千円） 決算額（千円） 決算額（千円） 決算額（千円）

直接経費　Ａ 535 600 600 600 112

事業費（Ａ＋Ｂ） 1,457 1,530 1,529 1,521 1,073

0

地方債 0 0

平成31年度 令和2年度

年度別計画

①女と男とのハーモニ 
ーフェスタの開催

①女と男とのハーモニ 
ーフェスタの開催

①女と男とのハーモニ 
ーフェスタの開催

①女と男とのハーモニ 
ーフェスタの開催

①女と男とのハーモニ 
ーフェスタの開催

内
容

平成28年度 平成29年度 平成30年度

年度別実績

①女と男とのハーモニ 
ーフェスタの開催 
 
≪実績≫ 
開催日：10/25（土） 
会　場：県民ふれあい 
会館 
参加者：２５０人 

①女と男とのハーモニ 
ーフェスタの開催 
 
≪実績≫ 
開催日：10/7（土） 
会　場：市民会館 
参加者：３５０人 

①女と男とのハーモニ 
ーフェスタの開催 
 
≪実績≫ 
開催日：9/29（土） 
会　場：市民会館 
参加者：４３０人 

①女と男とのハーモニ 
ーフェスタの開催 
 
≪実績≫ 
開催日：10/5（土） 
会　場：市民会館 
参加者：２８０人 

新型コロナウイルス感染症対策
のため延期
≪実績≫
代替事業として、
男女共同参画週間事業を開催
・啓発パネル展示
・啓発映画上映など
開催日：10/3（土）、10/4（日）
会　場：男女共同参画センター

対象
（何を、誰を）

市民

意図
（どのような状態
にするために）

女性のエンパワメントと広く市民に向けた男女共同参画意識の啓発を図り、男女共同参画社会の実現を目指す。

手段
（どうするのか）

公募並びに男女共同参画登録団体会員で構成する実行委員会により「女と男とのハーモニーフェスタ」を開催す 
る。

会計区分 一般会計

予算 予算事業名 女と男とのハーモニーフェスタ事業費 予算事業コード 01-02-01-07-14-11

施
策
の

目
標

目標の種別 平成28年度 令和2年度

「社会全体で男女の地位が平等になっている」と思う割合（H26年度：18.7％） 0% 30%

　 0 0

根拠法令、
根拠計画等

鳥取市男女共同参画推進条
例、第３次鳥取市男女共同参画
かがやきプラン施策 1402 男女共同参画社会の形成

事業分類区分 ソフト(任意)

女性の審議会委員登用率 33% 40% 運営方法 外部委託

事務事業評価シート
事務事業ｺｰﾄﾞ 010400 重点施策 該当なし

事務事業名 女と男とのハーモニーフェスタ事業 所属名 総務部人権政策局　男女共同参画課

総
合
計
画
の

位
置
づ
け

体系区分 コード 名　称 事業区分名称 区分

まちづくりの目標 10 安心して出産・子育てができ、すべてのひとが住みやすいまち 事業期間 平成 4年度　～　全期

政策 04 互いの人権を尊重する心豊かな社会づくり



（うら）

５．令和2年度の事務事業実施概要　【ＤＯ】 ※前年度の取り組みを具体的に記入（予算事務事業の事業概要と連動）

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】

※達成率は指標の目標値と実績値により算出します。目標値が０の年度は表示されません。

７．評価　【ＣＨＥＣＫ】

□ １．計画を上回る

□ ２．計画どおり

■ ３．事業未完了

□

□ １．目標を大幅に上回る

□ ２．目標を上回る

□ ３．概ね目標どおり

□ ４．目標を下回る

■ ５．目標を大幅に下回る

８．事業の成果を踏まえた今後の方向性　【ＡＣＴＩＯＮ】

□ １．拡充 □ １－１ 意図的に拡充 □ ４－１ 意図的に縮小

□ ２．改善継続 □ １－２ 制度的に自然増加 □ ４－２ 制度的に自然減少

■ ３．現状維持 □ ２－１ 手段等の改善 □ ５－１ 臨年実施等、意図的に休止

□ ４．縮小 □ ２－２ 効率化、簡素化 □ ５－２ 意図的に廃止

□ ５．休止、廃止、終了 □ ２－３ 他事業との統合 □ ５－３ 制度的に終了

今後の方向性

担当課長の評価コメント
（「今後の方向性」を判断した理由が
わかるよう、数値等を用いた具体的
な成果と、今後の改善プランを記載）

女性のエンパワメントと広く市民に向けた男女共同参画意識の啓発を目的として毎年開催している。男女共同参画登録団体の代表者で構成さ
れた実行委員会の委員が中心となって企画から開催まで行っており、男女共同参画を推進する団体の育成や、女性の積極的な社会参画意識の
高揚に有効な事業である。団体のみならず市民への広報にも力を入れさらなる充実を図りたい。

評価項目と評価の視点 評価内容 評価理由（評価の視点を踏まえて記入）

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】より
当該年度で予定した事業が3月末時点でどのよう
な進捗状況となったか。

事業の成果
新型コロナウイルスのため、事業実施できなかったため。

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】より
「150％以上：大幅に上回る」、「101％～150％未
満：上回る」、「80％～100％以下：目標どおり」、
「50％～ 80％未満：下回る」、「50％未満：大幅に
下回る」　※最も達成度の低い指標で評価

年度計画の進捗度
新型コロナウイルスのため、事業実施できなかったため。

2
　

3
　

97% 123% 70%

事務事業の実施概要

【問合せ先】男女共同参画課 0857-30-8076  
  
【１０次総の施策体系】1402  
  
【予算計上の経過】  
　予算事業別概要目次：当初予算・Ｐ１９（人０１２）  
  
【事業の概要】  
　男女共同参画登録団体の代表者や公募委員等で構成された実行委員会によって行う男女 
共同参画に関する啓発事業。 
  
【事業の成果】  
　参加者数　　平成３０年度　　４３０人 
　　　　　　　令和　元年度　　２８０人 
　　　　　　　令和　２年度　　延期（新型コロナウイルス感染症感染拡大による） 
  
【今後の課題・方向性】  
　男女共同参画を推進するために必要な事業であるため、実施内容の検討とあわせて十分 
な広報活動を行い、広く市民等への周知を図る。

指標名 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 令和2年度

指
標
達
成
率

1
女と男とのハーモニーフェスタの参加者数

83%



（おもて）

令和2年度 第１０次鳥取市総合計画

１．基本情報

※「施策の目標」はその施策の主要な事業の評価指標を設定しています。
２．事業目的　【ＰＬＡＮ】

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】 ※年度別の取り組みを簡潔に記入

４．資源を投入することで実施した活動の大きさを表す指標　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】

基準値29件（H29)

　

　

0

（指標の説明）

0 0

2

（指標の説明）

0 0 0

実績 0 0 0 0 0

（指標の説明）
　

　
目標 0

3

　

　
目標 0

29 35 36

0 0

実績 0 0 0 0 0

※人件費は鳥取市職員の給与平均額を基にした概算です。

指標名 単位 区分 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 令和2年度

活
動
指
標

1

【KPI】鳥取市男女共同参画かがやき企業認定数

件
目標 0 0 39 39 39

実績 0 0

0.10 0.10

嘱託職員 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
職員数の
内訳

正規職員 0.00 0.00 0.10

臨時職員 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

人件費　Ｂ 0 0 724 719 707

0 0

一般財源 0 0 33 34 34

0 0 0直接経
費の財
源内訳

国・県 0 0 0 0

その他 0 0 0

事
業
費

区分 決算額（千円） 決算額（千円） 決算額（千円） 決算額（千円） 決算額（千円）

直接経費　Ａ 0 0 33 34 34

事業費（Ａ＋Ｂ） 0 0 757 753 741

0

地方債 0 0

平成31年度 令和2年度

年度別計画

　 　 ①男女共同参画ががや 
き企業認定の実施

①男女共同参画ががや 
き企業認定の実施

①男女共同参画ががや 
き企業認定の実施

内
容

平成28年度 平成29年度 平成30年度

年度別実績

　 　 ①男女共同参画ががや 
き企業認定の実施 
 
≪実績≫ 
平成３０年度末認定企 
業数　２９件

①男女共同参画ががや 
き企業認定の実施 
 
≪実績≫ 
令和元年度末認定企業 
数　３５件

①男女共同参画ががやき企業
認定の実施

≪実績≫
令和２年度末認定企業
数　３６件

対象
（何を、誰を）

市内企業

意図
（どのような状態
にするために）

子育てや介護のしやすさ、仕事と生活の調和（ワークライフバランス）や女性の活躍推進を図るなど、男女とも 
に働きやすい職場作りに取り組む企業を増やす。

手段
（どうするのか）

男女共同参画及び女性活躍推進に理解と意欲があり、仕事と家庭の両立に配慮しながら、男女が共に働きやすい 
職場環境づくりに積極的に取り組んでいる企業を「男女共同参画かがやき企業」に認定し、幅広く市民に紹介し 
ている。

会計区分 一般会計

予算 予算事業名 男女共同参画かがやき企業認定事業費 予算事業コード 01-02-01-07-14-38

施
策
の

目
標

目標の種別 平成28年度 令和2年度

「社会全体で男女の地位が平等になっている」と思う割合（H26年度：18.7％） 0% 30%

　 0 0

根拠法令、
根拠計画等

　

施策 1402 男女共同参画社会の形成

事業分類区分 建設、整備

女性の審議会委員登用率 33% 40% 運営方法 直営

事務事業評価シート
事務事業ｺｰﾄﾞ 035600 重点施策 ひとづくり

事務事業名 男女共同参画かがやき企業認定事業 所属名 総務部人権政策局　男女共同参画課

総
合
計
画
の

位
置
づ
け

体系区分 コード 名　称 事業区分名称 区分

まちづくりの目標 10 安心して出産・子育てができ、すべてのひとが住みやすいまち 事業期間 平成28年度　～　全期

政策 04 互いの人権を尊重する心豊かな社会づくり



（うら）

５．令和2年度の事務事業実施概要　【ＤＯ】 ※前年度の取り組みを具体的に記入（予算事務事業の事業概要と連動）

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】

※達成率は指標の目標値と実績値により算出します。目標値が０の年度は表示されません。

７．評価　【ＣＨＥＣＫ】

□ １．計画を上回る

■ ２．計画どおり

□ ３．事業未完了

□

□ １．目標を大幅に上回る

□ ２．目標を上回る

■ ３．概ね目標どおり

□ ４．目標を下回る

□ ５．目標を大幅に下回る

８．事業の成果を踏まえた今後の方向性　【ＡＣＴＩＯＮ】

□ １．拡充 □ １－１ 意図的に拡充 □ ４－１ 意図的に縮小

□ ２．改善継続 □ １－２ 制度的に自然増加 □ ４－２ 制度的に自然減少

■ ３．現状維持 □ ２－１ 手段等の改善 □ ５－１ 臨年実施等、意図的に休止

□ ４．縮小 □ ２－２ 効率化、簡素化 □ ５－２ 意図的に廃止

□ ５．休止、廃止、終了 □ ２－３ 他事業との統合 □ ５－３ 制度的に終了

今後の方向性

担当課長の評価コメント
（「今後の方向性」を判断した理由が
わかるよう、数値等を用いた具体的
な成果と、今後の改善プランを記載）

男女共同参画かがやき企業認定事業は、女性の登用やワークライフバランスの推進など、男女が共に働きやすい職場環境作りに取り組む企業
を増やす気運の醸成のためにも重要な事業である。新規認定企業を増やすため、情報発信の手段などを工夫し、制度の周知等を図っていく必
要がある。

評価項目と評価の視点 評価内容 評価理由（評価の視点を踏まえて記入）

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】より
当該年度で予定した事業が3月末時点でどのよう
な進捗状況となったか。

事業の成果
概ね目標どおりとなった

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】より
「150％以上：大幅に上回る」、「101％～150％未
満：上回る」、「80％～100％以下：目標どおり」、
「50％～ 80％未満：下回る」、「50％未満：大幅に
下回る」　※最も達成度の低い指標で評価

年度計画の進捗度
計画どおりのスケジュールで事業実施できた

2
　

3
　

74% 90% 92%

事務事業の実施概要

【問合せ先】男女共同参画課 0857-30-8076 
 
【１０次総の施策体系】1402 
 
【予算計上の経過】 
　なし 
 
【事業の概要】 
　働きやすい職場環境づくりに積極的に取り組む企業を「鳥取市男女共同参画かがやき企 
業」に認定し、広く市報やホームページ等で広報することで企業価値を向上させる。 
 
【事業の成果】 
　認定企業数　平成３０年度末：２９社 
　　　　　　　令和　元年度末：３５社 
　　　　　　　令和　２年度末：３６社 
 
【今後の課題・方向性】 
　企業における男女共同参画推進のために必要な事業であり、多くの市内企業が認定を受 
けることができるよう十分な広報活動を実施し、周知を図る。

指標名 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 令和2年度

指
標
達
成
率

1
【KPI】鳥取市男女共同参画かがやき企業認定数


